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固定資産税（第1期）

軽自動車税（全期分）

　納期5月31日

　
所
得
状
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

福
祉
年
金
（
老
令
、
母
子
、
障
害

福
祉
年
金
）
を
受
け
て
お
る
人
は

五
月
六
日
よ
り
五
月
期
の
福
祉
年

金
が
指
定
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
て

お
り
ま
す
か
ら
、
至
急
お
受
取
P

下
さ
い
。
毎
年
五
月
期
の
支
払
い

を
う
け
る
と
所
得
状
況
届
（
福
祉

年
金
を
受
け
て
い
る
人
、
及
び
そ

の
配
遇
者
、
並
び
に
扶
養
義
務
者

の
前
年
度
の
所
得
を
審
査
す
る
書

類
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
郵
便
局
で
支
払
い
を

受
け
た
ら
市
役
所
年
金
係
ま
た
は

各
出
張
所
へ
「
国
民
年
金
証
書
」

と
「
印
鑑
」
を
持
参
し
所
得
状
況

届
の
手
続
を
済
ま
せ
た
う
え
年
金

証
書
の
保
管
証
を
受
け
取
っ
て
下

さ
い
。

こ
の
つ
ぎ
の
支
払
は
九
月
七
日
か

ら
で
す
が
こ
の
届
出
を
至
急
し
な

い
と
九
月
期
の
支
給
に
間
に
合
い

ま
せ
ん
し
、
又
こ
の
届
出
を
し
な

い
と
年
金
が
受
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

至
急
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

2
　
老
令
福
祉
年
金
の
裁
定
請
求
に
，

　
つ
い
て

　
満
七
＋
才
に
な
り
ま
す
と
老
令
福

　
祉
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来

　
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
九
年
度
（
三
十
九
年
四

　
月
一
日
よ
り
四
十
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
）
該
当
す
る
人
は
明
治
二

　
十
七
年
四
月
二
日
よ
り
明
治
二
十
・

　
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
方

　
で
誕
生
日
が
過
ぎ
た
ら
忘
れ
す
に

　
市
民
課
国
民
年
金
係
又
は
各
出
張

　
へ
「
印
鑑
」
と
戸
籍
抄
本
、
住
民

　
票
謄
本
の
代
金
を
約
一
〇
〇
円
位

　
持
参
の
う
え
本
人
叉
は
代
理
人
が

届
出
て
下
さ
い
。

3
、
未
支
給
福
祉
年
金
に
つ
い
て

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
お
っ
た
人
で

　
本
来
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
る
年
金
を
郵
便
局
か
ら
実
際
に
支

　
払
を
受
け
る
前
に
死
亡
し
た
り
、

　
支
払
期
日
が
く
る
前
に
死
亡
し
た

　
た
め
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
未
麦
給

　
分
の
年
金
は
遺
族
に
支
給
さ
れ
る

　　　一一一
噛噛

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

未
麦
給
年
金
の
請
求
顧
位
は
死
亡

当
時
そ
の
人
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
配
遇
者
、
子
、
父
母
、
孫

祖
父
母
又
は
兄
弟
姉
妹
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場

合
死
亡
者
の
「
国
民
年
金
証
書
」

と
請
求
書
の
「
印
鑑
」
取
び
戸
籍

抄
本
、
住
民
票
臓
本
代
金
約
一
二

〇
円
位
持
参
の
う
え
市
民
課
国
民

年
金
係
又
は
各
出
張
所
へ
、
至
急
届

出
て
下
さ
い
。

尚
未
支
給
福
祉
年
金
の
請
求
は
年

金
を
う
け
て
お
っ
た
者
が
死
亡
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヵ
月
以
内

に
し
な
い
と
も
ら
え
な
く
な
り
ま
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す
。

嘉

〈
国
民
年
金
〉

四
月
一
日
か
ら
死
亡

が
支
給
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
法
に
お
い
て
「
保
険
料

の
か
け
捨
て
」
を
防
止
す
る
た
め
に

死
亡
一
時
金
制
度
が
と
り
入
れ
ら
れ

人
ロ
五
万

を
突
破

　
国
勢
調
査
が
は
じ
め
て
実
施
さ
れ

た
の
は
大
正
九
年
で
当
時
の
＋
日
町

の
人
口
は
八
千
二
百
十
二
人
で
し
た

が
、
そ
の
後
照
和
二
十
八
年
九
月
一

日
施
行
町
村
合
併
促
進
法
に
基
づ
い

て
各
隣
接
町
村
を
合
併
し
、
昭
利
三

十
五
年
国
勢
調
査
人
口
で
は
、
四
万

九
千
八
百
五
十
人
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
三
十
九
年
二
月
一
日
現

②

在
で
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
口
調

査
に
よ
り
ま
す
と
五
万
二
百
二
人
に

増
加
し
、
今
後
更
に
隣
接
町
村
の
合

口人

男女別・年令別人口

併
、
工
場
誘
地
な
ど
も
考
え
ら
れ
、

将
来
十
万
都
市
へ
の
飛
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
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時
金

た
の
は
三
十
六
年
十
月
。
そ
し
て
三

十
九
年
四
月
一
日
か
ら
現
実
に
死
亡

一
時
金
の
支
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

死
亡
一
時
金
は
被
保
険
者
叉
は
被
保

険
者
で
あ
っ
た
も
の
が
死
亡
日
の
前

月
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

三
年
以
上
（
前
納
は
除
く
）
で
あ
る

場
合
、
そ
の
人
が
老
令
、
通
算
老
令

障
害
、
母
子
、
準
億
子
年
金
の
受
給

者
又
は
受
給
権
者
で
あ
っ
た
こ
と
が

な
け
れ
ぱ
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
死
亡
一
時
金
を

受
け
と
る
順
位
は
死
亡
者
の
配
遇

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
叉
は

兄
弟
姉
妹
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
遺

児
年
金
や
寡
婦
年
金
を
騎
う
人
が
あ

る
と
き
は
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
死
亡
を
文
給
理
由

と
す
る
母
子
、
準
母
子
年
金
に
つ
い

て
も
死
亡
一
時
金
と
の
受
給
権
の
同

時
発
生
が
起
る
場
合
が
あ
る
が
こ
の

場
合
は
両
方
と
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金
の
額
は
死
亡
者
の
保
険

料
納
付
期
間
に
応
じ
て
一
定
の
額
を

支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

〔
例
〕

三
年
以
上
五
年
未
満
は
五
、
O
O
O

円
。
死
亡
一
時
金
の
受
給
手
続
き
に

，甲灘，顯鰯灘麟灘躍i鞭

写真は起エ式に鍬を入れる村山市長

　
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
は
市
町
村
役
場
に
死
亡
届
を

提
出
す
る
さ
い
死
亡
一
時
金
に
つ
い

て
係
に
よ
く
ご
相
談
下
さ
い
。

覇
難
．
冠

つ
い
て
は
受
給
権
者
が
「
死
亡
一
時

金
裁
定
請
求
書
」
に
そ
え
て

”
①
死
亡
者
の
国
民
年
金
手
帳

②
死
亡
者
の
死
亡
日
を
明
ら
か
に
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
戸
籍
抄
本

③
死
亡
者
の
死
亡
の
当
時
に
お
け
る

　
そ
の
人
と
請
求
者
と
の
相
互
の
身

　
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本

④
死
亡
者
の
死
亡
当
時
請
求
者
が
死

　
亡
者
と
牛
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

　
が
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
書
類
（
た
と
え
ば
住
民

　
票
）
を
住
所
地
の
市
町
村
長
を
経

　
由
し
て
都
道
府
県
知
事
へ
提
出
す
榊

起
工
式
に

市
長
ら
が
鍬
入
れ

　
　
　
　
　
　
し
尿
処
理
場
二
期
工
事

　
市
内
下
島
に
建
設
中
の
し
尿
処
理

場
の
第
二
期
工
事
起
工
式
が
去
る
八

日
午
後
一
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
三
卜
八
年
度
に
行
わ
れ

た
最
終
沈
澱
池
、
高
速
散
水
濾
床
、

塩
素
滅
菌
池
に
引
続
い
て
本
年
度
は

ガ
ス
タ
ン
ク
、
第
一
次
、
二
次
消
化

槽
、
投
入
及
機
械
室
、
稀
釈
調
整
ボ

ン
ブ
室
な
ど
の
ほ
か
配
管
、
電
気
、

予
定
で
す
。

当
日
の
起
工
式
に
は
村
山
市
長
を
は

じ
め
請
負
者
の
大
平
建
設
渡
辺
取
締

役
、
十
日
町
保
健
所
長
、
市
建
設
委

一
糧
豫
出
魔
鍬
入
れ
が
行

瀬
騒
肺
鶴
魏
齢
編
翻

街
頭
交
通
指
導
や
チ
ラ
シ
配
付

　
　
　
　
　
　
20
日
ま
で
春
の
交
通
安
全
運
動

　
去
る
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
県
下
に
詫
い
て
も
目

前
に
迫
っ
た
第
十
九
回
国
民
体
育
大

会
に
備
え
て
県
民
総
ぐ
る
み
の
実
践

運
動
を
も
り
あ
げ
、
変
通
マ
ナ
ー
の

確
保
に
つ
い
て
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
＼
し
て
お
り
ま
す
が
、
十
日
町
市

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
も
こ
の
運

動
に
協
力
、
期
間
中
に
つ
ぎ
の
と
お

り
変
通
安
全
運
動
を
実
施
の
た
め
行

事
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
お
り
ま
す
。
歩

知
事
が
僻
地
を
視
察

　
　
　
　
　
　
各
地
区
の
陳
情
を
き
く

塚
田
知
事
は
去
る
五
日
の
子
ど
も
，
時
過
ぎ
帰
県
し
ま
し
た
。

の
日
に
十
日
町
市
の
辺
地
視
察
の
た

め
来
市
し
ま
し
た
。

僻
地
校
視
察
に
の
ぞ
ん
だ
知
事
は
山

地
で
の
学
力
は
平
場
の
そ
れ
と
か
な

り
の
差
が
あ
る
の
で
教
育
施
設
や
環

境
を
整
備
し
て
是
正
し
て
ゆ
き
た
い
』

と
僻
地
教
育
振
興
へ
の
情
熱
を
傾
け
一

て
い
ま
し
た
。

当
日
知
事
一
行
は
午
前
八
時
十
日
町
．

市
役
所
を
出
発
、
員
野
、
姿
橋
、
馬
．

場
小
な
ど
水
沢
地
．
区
を
視
察
、
同
地

区
の
開
墾
ダ
ム
、
学
校
、
道
路
関
係
一

の
陳
情
を
き
い
た
の
ち
、
十
日
町
山

地
の
大
池
小
軽
沢
分
校
や
中
条
、
下

条
地
区
の
僻
地
校
を
廻
っ
て
午
後
四

『
行
者
、
運
転
者
の
皆
さ
ま
方
も
こ
の

薪
に
つ
い
て
癌
蟹
逡
ぎ

交
通
事
故
の
な
い
よ
う
お
互
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

一◎
チ
ャ
イ
ム
放
送

消
防
署
の
チ
ャ
イ
ム
で
期
間
中
午
前

一
七
時
半
と
午
後
八
時
の
二
回
放
送
、

　一
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
。

「

◎
街
頭
変
通
指
導

期
問
中
二
回
実
施
、
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
り
交
通
指
導
を
す
る
。

一
◎
鼓
簾
串
行
進
（
吉
町
小
、

川
治
小
）
市
教
委
か
ら
両
校
に
依
頼

し
、
そ
れ
ぞ
れ
変
通
安
全
P
R
の
た

｝
め
鼓
笛
隊
市
中
行
進
を
実
施
し
て
も

一
ら
う
．

◎
市
内
小
、
中
学
校
に
交
通
教
室

市
教
委
か
ら
各
校
に
交
通
教
室
を
開

一
く
よ
蓬
絡
簸
す
る
・

珠田小校庭で桜を植える塚田知事

　
香
典
返
し
に
二
万

　
円
を
寄
付

　
　
　
　
下
条
の
村
山
さ
ん

　
巾
内
下
条
為
氷
農
業
、
村
山
清
治

さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
市
社
会
福
祉
事
一

務
所
へ
「
気
の
毒
な
方
友
へ
」
と
二

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
去
る
四
月
下
旬
に
村

卿
謙
辮
騰
鐵
・
㎜

ロ
ミ
ミ
ミ
タ
ミ
き
ハ

｛
掲
　
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ノ
小

　
五
月
一
日
付
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
、
属
）

▽
市
長
室
長
富
井
喜
雄
（
庶
務
課
長
）

▽
庶
務
課
長
渡
辺
福
栄
（
保
険
課
畏
）

▽
保
険
課
．
長
藤
田
幸
作
（
建
設
課
、
長

　
補
佐
）

▽
商
工
課
、
長
佐
野
良
吉
（
教
委
庶
務

　
課
長
）

▽
保
育
所
長
南
雲
幸
一
（
衛
生
体
育

　
課
．
長
補
佐
）

▽
議
会
事
務
局
長
柳
栄
三
郎
（
農
林

　
課
長
補
佐
）

▽
教
委
庶
務
課
長
樋
熊
良
作
（
議
会

　
事
務
局
長
）

▽
市
民
説
長
補
佐
樋
熊
徹
（
市
昆
係

　
、
長
）

▽
市
長
室
長
補
佐
中
町
団
雄
（
企
画

　
係
．
長
）

▽
税
務
課
長
補
佐
阿
部
十
郎
（
商
工

　
課
．
長
補
佐
）

▽
衛
生
体
育
課
長
補
佐
上
村
仁
平

　
　
（
市
民
体
育
係
長
）

▽
建
「
課
長
補
佐
上
村
宏
輝
（
国
土

　
調
査
係
長
）

▽
濃
林
係
長
池
田
耕
平
（
市
、
長
室
企

　
．
画
係
）

▽
市
民
係
長
富
井
泰
一
郎
（
市
民
課

　
事
務
係
）

▽
徴
収
係
艮
灘
沢
正
九
郎
（
衛
生
体

　
育
課
、
公
衆
衛
生
係
）

▽
国
土
調
査
係
長
村
山
利
雄
（
固
冗

　
資
麗
税
係
長
）

▽
市
民
体
育
係
長
牧
野
健
（
財
政
課

　
財
政
係
）

▽
吉
田
出
張
所
主
任
太
田
義
英
（
市

　
民
課
長
補
佐
）

　
◇
退
職
者
◇

▽
中
町
忠
雄
（
市
．
長
室
長
）

▽
高
橋
佐
一
（
公
益
質
屋
）

▽
大
島
信
貞
（
古
田
出
張
所
主
任
）

，
▽
阿
部
六
太
郎
（
徴
収
係
長
）

▽
阿
部
勝
造
（
農
委
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

．

　
◎
み
ど
り
の
ポ
ス
ト
を
各
戸
に
備
え

　
　
　
ま
し
ょ
う

　
◎
各
戸
に
家
族
ぐ
る
み
の
表
札
を
掲

　
　
　
げ
ま
し
ょ
う

只
今
十
日
町
郵
便
局
で
は
郵
便
受
箱
と
表
札
を
備
え
る
特
別
運
動
を

実
施
中
で
す
。
未
だ
設
備
し
て
な
い
家
庭
は
こ
の
際
是
非
備
え
ま
し

ょ
う
。※

あ
っ
せ
ん
要
領

　
　
　
受
付
期
間
　
　
五
月
末
日
ま
で

　
　
　
郵
便
受
箱
　
　
一
個
　
四
八
○
円

　
　
　
家
族
表
札
　
　
一
枚
　
一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
属
板
額
式
）

こ
の
運
動
期
間
中
に
郵
便
局
に
お
申
出
下
さ
い
。

十
日
町
市
職
員
募
集
要
綱

一
、
自
動
車
運
転
手

ロイ

採
用
予
定
人
員
　
　
男
子
　
一
名

応
募
　
資
格
　
　
大
型
免
許
を
所
有
し
て
い
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
年
令
満
二
十
五
才
未
満
の
者

二
、
保
　
　
　
母

　
　
イ
採
用
予
定
人
員
　
　
女
子
　
二
名

　
　
ロ
　
応
募
　
資
格
　
　
保
母
の
資
格
を
有
す
る
者

三
、
採
用
期
日

　
　
保
母
　
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十
一
日
の
予
定

　
　
自
動
車
運
転
手
　
昭
和
三
十
九
年
六
月
一
日
の
予
定

四
、
給
　
　
　
与

　
　
自
動
電
運
転
手

　
　
　
　
中
　
卒
　
　
一
［
、
二
〇
〇
円

　
　
　
　
　
商
　
卒
　
　
二
一
、
四
〇
〇
円

　
　
保
　
　
　
母

　
　
　
　
短
大
卒
　
　
一
三
、
六
〇
〇
円

　
こ
の
ほ
か
扶
養
手
当
通
勤
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

五
、
応
募
　
手
続
　
　
申
込
書
に
身
上
調
書
、
履
歴
書
及
び
学
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
績
証
明
書
を
添
え
て
十
日
町
公
共
職
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
定
所
へ
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
込
書
及
び
身
上
調
書
の
用
紙
は
市
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
市
、
長
室
及
び
十
日
町
公
共
職
業
協
定
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
あ
り
ま
す
）

六
、
受
付
　
期
間
　
　
昭
相
三
十
九
年
五
月
十
六
日
か
ら
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

　
、
採
用
試
験
期
日
等

　
　
昭
和
三
十
九
年
五
月
十
九
日
に
行
な
う
予
定
で
す
が
、
日
時
場

　
　
所
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
不
明
の
点
は
市
役
所
市
．
長
室
又
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に

　
　
わ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

／7／！〆7！／／／ノ／■！！／！ン7γ■！！’ンノ／／／／／1γ／／！／ノノ／／ノ！／／ノ／／／ノノ／4’ノノ／／／／／Z！ノ／／／／〃／／／ZZ！ZZZZZ／Z／4／ZZZ／Z〃Z．ん〆ノ／／Z！／■／Z〃■F／’〆∠！／■／／／■／／／■レ’〆∠■’〆〆／Z／’〆■／／／／／・ク〆／／〆ノZ／／〆／／／■■／〆／’”〆／■／〆／■〆／／／■〆〆■！〆／’”r！／’
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知
っ
て
お
い
て
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
お
米
配
給
制
度
の
内
容

　
皆
さ
ま
ご
承
知
の
こ
と
Σ
思
い
ま

す
が
、
お
米
は
食
糧
管
理
法
に
よ
る
㌧

統
制
品
で
す
。
し
か
し
最
近
の
米
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
に
よ

り
登
録
製
・
配
給
制
度
露
慰

に
な
っ
て
い
る
方
た
が
一
部
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
特
に
転
入
、
転
出
の
手

続
き
を
し
な
い
方
六
が
多
い
よ
う
で

す
が
、
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
お

米
は
配
給
致
し
ま
せ
ん
し
、
お
米
屋

さ
ん
も
そ
の
　
の
　
は
　
　
を
　
え

な
い
の
で
す
か
婁
肇
鍵

す
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

つ
ぎ
に
参
考
の
た
め
最
近
の
配
給
内

”
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

、
▽
配
給
量
旺
消
費
世
帯
、
一
部
保
有

世
帯
一
人
一
ヵ
月
一
〇
キ
ロ
ゼ
（
普
通

米
叉
は
特
選
米
八
キ
・
馨
十
特
用
米
ニ

キ
。
響
）

▽
品
質
ほ
水
稲
う
る
ち
米
、
陸
稲
、

中
国
産
米
、
加
州
米
、
イ
タ
リ
ー
米

ス
ペ
イ
ン
米
。

米
穀
通
帳
に
つ
い
て
は
今
迄
米
穀
年

度
毎
に
一
回
交
付
さ
れ
ま
し
た
が
三

小
児
マ
ヒ
予
防
生
ワ
ク

　
　
　
忘
れ
ず
に
受
け
て
下
さ

　
小
児
マ
ヒ
予
防
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク

チ
ン
投
与
を
別
表
の
日
程
に
よ
り
つ

ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
該
当
者

は
も
れ
な
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
投
与
対
象
者
昭
湘
三
八
年
二

　
月
一
日
よ
り
昭
和
三
九
年
一
月
三

　
十
一
日
ま
で
生
ま
れ
た
も
の

二
、
料
金
無
料

三
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
型
　
皿
種
混

　
合
が
投
与
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

四
、
場
所
別
表
に
よ
る
。
た
穿
し

　
都
合
に
よ
り
他
の
投
与
場
所
で
受

　
け
ら
れ
て
も
さ
し
つ
か
い
あ
0
ま

せ
ん
。

五
、
禁
忌
①
発
熱
も
し
く
は
下
痢

を
伴
う
急
性
疾
患
に
か
＼
っ
て
い

る
も
の
②
重
症
な
結
核
、
心
臓
血

管
系
疾
患
に
か
＼
っ
て
い
る
も
の

③
病
後
衰
弱
者
④
著
し
い
栄
養
障

害
者
⑤
そ
の
他
医
師
が
投
与
を
行

う
こ
と
が
不
適
当
と
認
め
る
者
。

十
九
米
穀
年
度
は
有
効
期
間
が
二
ヵ

年
と
な
り
四
〇
年
十
一
月
末
日
迄
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
登
録
さ
れ

た
米
穀
配
給
所
に
保
管
さ
れ
て
あ

ま
す
の
で
登
録
店
か
ら
米
の
配
給
を

受
け
て
下
さ
い
。

な
お
住
所
を
移
動
し
て
登
録
店
が
遠

く
て
困
る
と
か
そ
の
他
不
便
を
し
て

お
ら
れ
る
　
で
　
ぼ
　
び
　
を
　
　
さ

｛
れ
る
膠
繁
繋
入
農
、
印
鑑

持
参
の
う
え
市
民
課
へ
届
出
下
さ

い
。

集
会
に
ご
利
用
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
選
管
委
講
師
団
を
編
成

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
市
民
の
政

｛
治
意
識
の
向
上
を
図
り
同
時
に
選
挙

辞
轟
黙
難

雇
こ
れ
に
嵩
婁
で
は

一
市
内
の
各
町
内
、
部
落
で
の
集
会
の

一
機
翁
用
し
て
そ
れ
ぐ
の
酷

一
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
集
会
の
時
に
は
進
ん
で
当
委
員

会
に
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

尚
そ
の
地
区
の
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
青
年
会
、
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
で

も
結
構
で
す
の
で
希
望
題
名
及
び
講

師
名
を
指
定
し
て
頂
け
れ
ぱ
幸
い
で

す
。
講
師
派
遣
の
経
費
は
当
委
員
会

で
負
担
い
た
し
ま
す
の
で
お
含
み
お

き
下
さ
い
。

講
師
名
及
び
講
義
科
目

小
川
彦
一
郎
（
市
助
役
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
躍
農
業
｝

上
村
南
天
（
越
路
新
報
社
長
）

　
　
　
　
　
政
治
、
経
済
、
社
会

上
村
政
基
（
市
公
民
舘
長
）
　
　
　
【

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
全
般
｝

佐
野
良
吉
（
市
商
工
課
長
）
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
社
会
教
育
全
般
一

滝
沢
栄
輔
（
滝
文
織
物
専
務
）
織
物
一

田
琶
（
＋
篶
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
、
映
画

野
本
郁
太
郎
（
実
局
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
教
養

　
　
　
　
　
（
講
師
名
五
十
音
順
）

成
人
お
め
で
と
う

　
　
　
本
年
度
の
成
人
九
七
五
人

　
本
年
度
の
成
人
式
は
去
る
十
日
、

市
民
体
育
舘
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
と
し
も
成
人
式
に
ふ
さ
わ
し

い
日
本
晴
れ
と
な
り
、
男
子
四
五
二

ポリオ生ワクチン投与日程表

実施場所間時投与期日名区地

市役所
軽丞分校．

赤倉分校
大池小学校

市　役　所

中条出張所

池谷分校
三ツ山分校

飛一小学校
垂三小学ま交．

枯木又分校

名ケ山小学校

真田小学校

鐙島小学校

吉田小学校

珠川分校
馬場小学校

野中小学校

後2・00～3．00

前U．30～12．00

後2．00』｝2．30

後3．00醒330

後200＾り3．00

‡後2．00’》2。30

　前9．30～10。00

前10。30～11．00

・前9．〕0’｝10・00

　前10．30～11．00

　前11．30－12。00

前9。30～10。00

前10．30』｝U．00

後2。00～230

後3．00～330

前1LOO～U．30

後200《’2・30

後3，30－4．00
後2．・・～3．・・1水沢出張所

室箇小学校

川治公民舘

八箇小学校

東下組小学校

下条出張所

5月25日

5月28日

5月25日

5月28日

5月26日

5月26日・後2・00一’230

　　　　　　　、．前2・30司0・30

5月2711　j狙1．隻、如‘｝11・30

　　　　　　　後2．00』｝230

　　　　　　　後3．00～3・30

側
　
　
木

東　
　
　
女
．

通町
田
　
美

本
井

　　　倉
、菅　　沼

町通、西側
日町

地
山
校
区

　
　
　
　
分

里
入
　
　
校

　
　
　
　
山

区
区

校
叉

小学校区
」・学校区

1・学校区

1・学校区

　　　川
」・学校区

1・学校区

1・学校区

　地　区
地

地
地
地

里
山

山
里

十
日
町
地
区

十日町、

新座、大

軽　沢、

赤

大　　池
十日町本
高山’春

中
　
条
　
地
　
区

中　条

池　谷、

三　ツ

飛　　一

　皿　
　｝

飛　二

枯　木

吉
田
地
区

名ケ山
一
真
　 田ノ」

鐙　島ノ1

吉　田ノ1

水
沢
地
区

珠

馬　場・

野　中4

水　沢！

六　箇

川地

治区

　州治
川
　
治

下地
条区

下，条
　　㎝　一　　一

下　条

名
、
女
子
五
二
三
名
の
成
人
者
は
心

新
た
に
明
る
い
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
式
は
上
村
市
公

民
舘
．
長
の
開
式
宣
言
に
つ
ゴ
い
て
村

山
市
長
、
樋
口
議
長
、
本
田
教
委
長

の
祝
辞
が
あ
り
成
人
者
の
「
生
活
記

録
」
の
入
選
発
表
と
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
文
芸
評
論
家
臼
井
吉
見
先
生
の

記
念
講
演
の
の
ち
高
橋
千
恵
子
バ
レ

ー
教
室
の
バ
レ
ー
が
あ
っ
て
、
式
を
．

閉
じ
ま
し
た
。

礁覇．

【
写
真
】
古
沢
茂
子
さ
ん

な
お
各
賞
の
入
選
者
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

▽
市
長
賞
一
席

　
　
「
私
は
高
校
五
年
生
」

　
　
　
　
古
沢
茂
子
（
安
養
寺
）

▽
同
二
席

　
　
「
看
護
婦
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
」

　
　
　
近
藤
桂
子
（
下
条
上
、
新
田
）

▽
議
長
脚
貝
一
席

　
　
「
農
業
に
生
き
る
者
と
し
て
」

　
　
　
　
　
大
熊
勇
二
（
中
条
）

▽
同
二
席

　
　
「
私
の
日
記
帳
」

　
　
　
　
　
関
口
静
江
（
稲
荷
町
）

▽
教
育
委
員
会
賞
一
席

　
　
「
私
と
ソ
ロ
バ
ン
」

　
　
　
　
　
小
林
洋
子
（
島
田
町
）

▽
同
一
一
席

　
　
「
青
年
学
級
と
私
」

　
　
　
　
岩
田
幸
子
（
中
条
上
町
）

大
熊
勇
一
一
さ
ん

新
潟
国
体
大
会
旗

　
　
　
＋
日
町
を
通
過

　
五
月
二
十
日
と
二
十
一
日
に
国
体

旗
の
リ
レ
ー
が
当
市
で
行
わ
れ
ま

す
。
道
順
と
時
間
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
時
間
を
み
は
か

ら
っ
て
近
く
の
沿
噛
で
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
か
ら
歓
迎
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
五
月
二
＋
日
】
川
西
町
（
一
四
・

二
九
）
ー
西
浅
川
原
（
一
四
・
四

〇
）
i
実
業
高
校
入
口
（
一
四
・
四

九
）
1
高
田
町
四
ツ
角
（
一
四
・
五

五
）
i
セ
ン
タ
ー
ク
ロ
ス
（
一
四
・

五
八
）
1
市
役
所
（
一
五
・
〇
一
）

i
山
田
屋
（
一
五
・
〇
四
）
i
川
治

駐
在
所
（
一
五
・
一
〇
）
！
大
黒
沢

（
一
五
・
一
八
）
i
水
沢
出
張
所

（
一
五
・
三
一
）
i
馬
場
小
学
校

（
一
五
・
四
六
）

【
五
月
二
十
一
日
】
川
治
公
民
舘

　！二・（
　八一〇九
　箇）六・
　峠i）五　（常i一〔一一世八）
カO橋箇1ツ・（小浅
コ五一学之
内七〇校平
は）・（橋
時　 三一（
闇　三〇一
〕　 ）・○

私
は
高
校
五
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
　
沢
　
　
茂
　
　
子

　
「
学
校
の
帰
り
で
す
。
高
校
、
五

年
生
な
ん
で
す
。
」
と
答
え
た
ら
び

っ
く
り
し
て
い
た
。
送
別
会
の
帰
り

「
う
お
の
口
．
乃
」
の
中
で
あ
る
。

　
そ
う
私
は
高
校
五
年
生
。
四
月
か

ら
は
六
年
生
に
な
る
の
で
す
。
新
潟

県
立
新
潟
高
等
学
校
通
信
教
育
部
と

い
う
、
長
い
名
前
の
学
校
に
私
が
入
学
一

し
た
の
は
三
十
四
年
の
五
月
で
し

た
。
事
情
で
ど
う
し
て
も
家
で
農
業

に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

私
は
、
十
日
町
高
校
普
通
科
合
格
の

矧
ら
せ
を
受
け
た
だ
け
で
進
学
は
あ

き
ら
め
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
通
信
教
育
、
中
学
の
先
生
に
き

い
て
何
と
な
く
入
学
し
た
も
の
の
、
一

教
科
書
を
送
っ
て
貰
っ
て
う
ち
ょ
う
｝

て
ん
に
な
っ
て
い
た
の
は
初
め
の

二
、
三
ヵ
月
で
、
考
え
た
よ
う
に
ス

ム
ー
ズ
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
習
書
を
相
手
に
一
人
で
や
る
学
習

は
、
理
解
出
来
な
い
所
が
出
て
来
て

も
自
分
で
考
え
る
よ
り
外
あ
り
ま
せ

ん
。
方
程
式
が
解
け
な
く
て
一
つ
の

間
題
に
三
日
も
か
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
日
本
史
の
レ
ポ
ー
ト
が

ど
う
し
て
も
書
け
な
か
っ
た
時
や
、

苦
労
し
て
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
が
再
提

出
に
な
っ
て
戻
っ
て
来
た
時
は
ほ
ん

と
う
に
勉
強
す
る
の
が
い
や
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
三
日
か

か
っ
て
や
っ
と
問
題
が
解
け
た
時
や

提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
「
優
」
の
字

と
一
緒
に
先
生
の
激
励
の
便
り
を
見

る
の
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し

た
。
農
繁
期
、
そ
れ
は
私
逮
百
姓
が

人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
が
む
し

ゃ
ら
に
働
け
る
だ
け
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
で
す
。
山
へ
弁
当
と
一

緒
に
包
ん
で
い
っ
た
教
科
書
に
黄
色

い
シ
ミ
か
つ
い
て
し
ま
っ
て
、
学
校

で
開
く
の
が
恥
か
し
か
っ
た
こ
と
も

あ
リ
モ
ミ
ス
リ
を
し
な
が
ら
幾
何
の

定
理
の
暗
記
を
し
て
怒
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
不
思
議
と
冬
の
暇

の
時
よ
り
も
あ
る
程
度
忙
し
い
時
の

方
が
学
習
は
進
む
し
、
張
り
の
あ
る

生
活
が
出
来
る
も
の
で
し
た
。
暇
は

作
れ
ぱ
出
来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
や
れ
ば
出
来
る
、
私
に
だ
っ

て
出
来
る
ん
だ
、
と
い
う
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
し
か
し

孤
独
で
し
た
。
私
も
仲
間
が
欲
し
か

っ
た
。
青
年
学
級
そ
．
れ
は
楽
し
い
所

で
し
た
。
こ
こ
に
い
る
限
り
私
は
孤

独
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
話
し
た

い
時
は
い
つ
で
も
相
手
が
い
た
し
歌

い
た
い
時
に
は
一
緒
に
歌
っ
て
く
れ

る
友
が
い
ま
し
た
。
一
年
間
私
は
青

年
学
級
の
活
動
に
没
頭
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
や
り
方
、
家
庭

経
営
、
恋
愛
論
、
人
生
論
と
夜
の
更

け
る
の
を
忘
れ
て
同
じ
立
場
に
あ
る

友
と
語
り
合
う
こ
と
は
、
楽
し
い
こ

と
で
あ
り
何
よ
り
も
現
実
の
生
活
に

役
立
つ
も
の
で
し
た
。
し
か
し
こ
こ

で
私
は
、
外
の
人
に
比
べ
て
や
は
り

一
歩
遅
れ
て
い
る
自
分
を
知
り
、
今

更
な
が
ら
．
白
分
の
持
つ
内
容
の
貧
し

さ
に
気
付
く
と
共
に
、
実
社
会
に
生

き
て
行
く
た
め
に
は
世
の
中
の
広
さ

を
よ
り
理
解
し
、
よ
り
正
確
に
判
断

し
行
動
出
来
る
だ
け
の
素
養
を
身
に

つ
け
な
け
れ
ぱ
と
考
え
た
の
で
す
。

中
断
し
て
い
た
学
習
に
ま
た
取
組
み

ま
し
た
。
学
校
。
私
に
と
っ
て
こ
こ

は
天
国
で
し
た
。
学
校
に
い
る
時
、

私
は
俗
世
界
の
す
べ
て
を
忘
れ
、
純

粋
な
気
持
で
高
校
生
に
な
り
学
生
で

あ
る
こ
と
の
喜
び
を
思
い
切
り
味
わ

え
る
所
な
の
で
す
。
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
質
問
に
苦
笑
し
な
か
ら
親
切
に

指
導
し
、
ま
た
諸
女
の
人
生
相
談
の

網
手
に
な
っ
て
下
さ
る
先
生
と
い
つ

も
親
身
に
な
っ
て
グ
チ
を
聞
い
て
く

れ
る
友
が
い
る
の
で
す
。
先
生
が
こ

の
よ
う
に
生
徒
と
交
わ
り
、
生
徒
が

何
で
も
相
談
で
き
る
学
校
は
こ
こ
よ

り
外
に
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
慶
情
と
友
情
こ
そ
幾
度

と
な
く
座
折
感
を
味
わ
う
度
に
立
ち

薩
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
三
階
建
の
二
階
の
教
室
で
私
は

心
の
底
か
ら
師
の
有
難
さ
と
友
情
の

温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
通
教
生
活

丸
五
年
、
現
在
の
私
に
よ
っ
て
実
生

活
に
直
接
役
立
つ
も
の
と
い
え
ば
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
に
出
て
来
る
英
単
語

の
意
味
が
時
女
わ
か
る
位
の
も
の
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
自

分
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
持
ち

努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
物
に

も
屈
し
な
い
と
い
う
精
神
を
万
程
式

と
一
緒
に
学
び
得
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
う
の
で
す
。

　
一
九
六
四
年
、
二
十
才
の
素
晴
し

い
年
を
私
は
仕
事
を
愛
し
、
学
問
を

慶
し
、
友
を
愛
し
、
そ
し
て
ま
た
高

校
六
年
生
と
し
て
初
心
貫
徹
に
向
っ

て
精
一
ぱ
い
努
力
し
よ
う
と
思
う
の

で
す
。

本
年
度
国
保
、

難
饗
鄭
譲
ハ
」

二
…
中
島
フ
ジ
ヰ
、
関
口
一
太
郎
、

学
校
町
…
大
塚
近
吉
、
本
町
東
一
…

庭
野
ス
ミ
、
同
西
」
…
小
島
良
蔵
、

大
田
清
吉
、
本
町
二
…
蕪
木
彦
治
、

半
間
信
典
、
同
五
…
西
方
久
四
郎
、

山
田
金
二
、
根
津
忠
太
郎
、
水
野
町

…
大
島
伊
一
、
富
沢
徳
重
、
桶
谷
モ

ト
、
田
中
町
東
…
中
沢
広
、
同
西
…

徳
永
良
策
、
同
本
通
…
金
子
マ
ツ
、

高
橋
定
治
、
川
原
町
…
高
橋
健
吉
郎

大
島
富
雄
、
田
川
町
…
村
山
友
蔵
、

佐
藤
与
太
郎
、
小
松
キ
ク
、
小
島
辰

治
、
宮
下
東
…
金
沢
竹
治
、
袋
町
東

…
関
ロ
シ
ン
、
根
津
喜
一
、
同
中
…

健
康
家
庭
に
記
念
品

高
橋
国
治
、
栄
町
…
高
橋
忠
作
、
風

間
重
良
、
福
島
新
平
、
春
日
彦
太
郎

昭
和
町
一
…
高
橋
国
蔵
、
大
島
カ
ウ

秋
山
猟
四
郎
、
同
三
…
池
田
サ
ク
、

同
四
…
．
艮
谷
川
慶
子
、
徳
永
仁
三
郎

高
田
町
一
…
関
口
松
蔵
、
同
二
…
西

野
武
雄
、
樋
口
要
蔵
、
阿
部
銀
策
、

石
沢
栄
、
泉
町
…
上
村
申
松
、
七
軒

町
…
田
村
行
作
、
五
十
嵐
ヨ
キ
、
西

寺
町
…
中
林
常
吉
、
関
口
・
樋
口
町

…
尾
身
ツ
ヤ
、
桑
原
ト
シ
、
丸
山
マ

キ
、
加
賀
糸
屋
町
…
根
津
子
之
作
、

駅
通
…
笹
沼
リ
ヨ
、
稲
荷
町
一
…
根

津
友
次
、
同
二
竹
田
弘
美
、
同
三
…

渡
会
ト
ヨ
、
十
日
町
島
…
庭
野
喜
一

庭
野
チ
イ
、
津
池
…
小
林
尾
ト
ラ
、

菅
沼
…
庭
野
幸
三
郎
、
庭
野
熊
太
郎

大
池
…
高
橋
房
太
郎
、
高
橋
キ
ク
ノ

赤
倉
…
庭
野
六
郎
、
阿
部
甚
平
。

▽
中
条
地
区
（
五
十
世
帯
）

新
座
第
一
…
樋
口
一
男
、
池
田
フ
ジ

イ
、
同
第
二
…
越
村
竜
蔵
、
越
村
ト

ミ
、
桑
原
松
太
郎
、
同
第
三
…
中
島

正
栄
、
同
第
四
…
藤
井
周
禅
、
金
尚

信
重
郎
、
同
第
五
…
桐
生
久
子
、
四

日
町
新
田
二
…
山
田
寛
治
、
同
三
…

戸
出
友
治
、
四
日
町
一
…
小
宮
山
丑

蔵
、
同
三
…
小
川
喜
一
、
．
西
川
儀
三

郎
、
同
四
…
小
川
ヨ
キ
、
塚
田
…
大

熊
久
吉
、
八
幡
…
小
宮
山
友
京
、
高

橋
嘉
．
鷹
、
上
原
…
大
熊
健
二
、
上
町

…
岩
田
徳
、
平
、
岩
田
利
喜
蔵
、
昆
名

利
男
、
樋
口
辰
五
郎
、
藤
木
正
作
、

城
衣
子
、
岡
田
治
平
、
中
町
…
波
形

キ
ク
、
背
戸
…
樋
口
哲
三
郎
、
旭
町

…
岩
田
盛
二
郎
、
保
坂
冨
美
子
、
峠

…
山
、
石
田
悦
次
、
佐
藤
英
太
郎
、
梅
沢

…
池
田
桂
吉
、
新
田
…
田
村
、
正
吉
、

北
原
…
池
田
力
蔵
、
小
島
孝
雄
、
．
栗

林
新
平
、
轟
木
…
藤
木
卯
吉
、
焼
野

…
池
田
守
一
、
新
水
…
久
保
田
宗
雄

菅
沼
…
水
落
寅
吉
、
山
新
田
…
水
落

尚
子
、
小
貫
…
庭
野
基
、
柴
倉
…
池

田
マ
サ
ノ
、
西
枯
木
又
…
春
川
雅
英

三
ッ
山
…
大
津
正
秀
、
大
津
音
蔵
、

高
場
…
佐
藤
幸
重
、
上
田
原
…
津
畑

五
作
、
入
山
…
山
本
助
治
。

▽
川
治
地
区
（
三
十
世
帯
）

川
治
下
町
一
徳
永
、
、
、
ツ
イ
、
同
三
…

徳
永
輝
二
、
同
中
町
…
南
雲
信
雄
、

同
上
町
…
遠
田
貞
一
郎
、
服
部
新
次

内
後
…
、
玉
村
秀
雄
、
遠
田
吉
造
、
北

新
田
…
上
村
精
三
郎
、
松
沢
常
松
、

城
之
古
第
一
…
小
林
友
一
、
高
山
第

一
…
高
橋
作
永
、
同
第
二
…
高
橋
周

治
、
高
橋
順
太
郎
、
高
橋
永
松
、
同

第
三
…
小
野
塚
正
夫
、
同
第
四
…
本

田
米
吉
、
小
林
ト
キ
、
同
第
七
…
宮

入
ム
ッ
、
川
崎
八
十
治
、
高
田
町
四

…
池
田
賢
策
、
同
五
…
坂
東
慶
次
郎

山
本
一
…
高
橋
已
吉
、
同
二
…
柳
フ

ジ
ヰ
、
梱
沢
周
蔵
、
同
三
…
大
津
庄

之
助
、
同
四
…
関
口
英
松
、
傷
橋
荘

作
、
樋
口
正
徳
、
関
根
二
…
南
雲
恵

笹
之
沢
…
服
部
栄
政
。

▽
六
箇
地
区
（
七
世
帯
）

山
谷
…
柳
長
一
郎
、
柳
正
義
、
柳
ハ

マ
、
麻
畑
…
柳
福
蔵
、
霜
壇
ト
メ
、

ニ
ッ
屋
…
大
海
治
助
、
大
海
キ
ク
。

▽
下
条
地
区
（
二
＋
一
世
帯
）

上
新
田
…
油
品
藤
松
、
水
落
信
市
、

水
落
ハ
ツ
、
水
落
真
治
、
関
清
太
郎

山
際
…
山
田
四
郎
、
原
…
生
越
操
、

田
村
幸
平
、
岩
野
…
田
村
ト
メ
、
野

田
…
村
山
水
太
郎
、
為
水
第
｝
…
村

出
峰
作
、
丸
山
豊
司
、
村
山
守
、

新
保
…
藤
田
理
平
、
水
口
…
長
谷
正

一
、
仙
之
山
…
中
町
正
文
、
漉
野
…

水
落
松
太
郎
、
慶
地
…
小
宮
山
正
吉

ニ
タ
子
…
水
落
き
よ
、
願
入
…
水
落

登
、
塩
野
、
樋
口
俊
平
。

▽
吉
田
地
区
（
七
十
一
世
帯
）

鉢
…
尾
身
亀
之
助
、
尾
身
蔵
治
、
毘

身
周
平
、
尾
身
善
　
兀
、
尾
身
福
市
、

尾
身
文
平
、
尾
身
庄
治
、
尾
身
キ
ミ

尾
身
卯
吉
、
尾
身
福
太
郎
、
尾
身
キ

サ
、
尾
身
キ
ユ
、
尾
身
勝
三
郎
、
尾

身
秀
太
郎
、
尾
身
友
敏
、
尾
身
利
平

尾
身
繁
松
、
尾
身
徳
芳
、
中
手
…
江

村
ッ
マ
、
江
村
敏
善
、
江
村
西
松
、

江
村
昌
、
江
村
勇
雄
、
江
村
正
直
、

中
平
．
．
尾
身
武
雄
、
尾
身
ト
メ
、
名

ヵ
山
…
小
海
長
成
、
小
海
銀
作
、
桑

原
寅
一
、
大
石
テ
ツ
、
南
鐙
坂
…
佐

藤
寛
司
、
斉
木
ト
ミ
、
高
島
…
野
上

倉
治
、
野
上
栄
助
、
柳
一
徳
、
茂
木

満
、
柳
修
三
、
柳
リ
ッ
、
樽
沢
…
春

日
仁
太
郎
、
春
日
キ
ン
、
春
日
芳
平

春
日
貞
作
、
春
日
重
、
平
、
北
鐙
坂
…

小
山
鉄
作
、
太
田
良
作
、
斉
木
善
太

郎
、
斉
木
正
寅
、
太
田
一
吉
、
斉
木

善
男
、
古
沢
午
吉
、
島
田
ロ
ク
、
大

森
卯
之
吉
、
斉
木
信
義
、
太
田
義
弘

稲
葉
…
入
田
仙
治
郎
、
目
黒
セ
ッ
、

入
田
吉
之
助
、
吉
円
山
谷
…
柳
金
之

助
、
関
ロ
タ
キ
、
酒
井
寅
吉
、
柳
金

治
、
春
日
定
吉
、
渡
辺
ク
ラ
、
柳
敬

治
、
小
泉
…
林
正
一
郎
、
林
正
平
、

佐
藤
加
一
、
馬
場
弥
、
設
楽
利
平
、

春
日
義
勇
、
田
鍋
ッ
ギ
ノ
。

▽
水
沢
地
区
（
三
十
三
世
帯
）

水
沢
一
…
丸
山
秀
雄
、
同
二
…
大
口

藤
松
、
富
井
徳
太
郎
、
同
三
…
金
沢

真
琴
、
福
島
孫
市
、
馬
場
二
…
山
口

克
司
、
同
四
…
富
井
公
平
、
鈴
木
恒

雄
、
太
田
島
二
…
金
沢
鉱
五
、
同
三

…
高
野
敬
治
、
土
市
一
…
上
村
ト
ミ

ヨ
同
二
…
服
部
喜
一
、
池
田
ハ
ッ
、

同
三
…
上
村
貞
徳
、
同
四
…
渡
辺
徳

四
郎
、
村
山
八
重
、
新
宮
…
金
沢
義

憲
、
金
沢
ヨ
シ
、
村
山
政
一
、
大
黒

沢
…
井
ロ
重
虎
、
宮
沢
ス
ミ
イ
、
野

中
…
小
海
春
男
、
池
沢
…
樋
ロ
イ
ト

鍬
柄
沢
…
桑
原
勝
太
郎
、
中
在
家
…

樋
ロ
ミ
サ
ヲ
、
樋
口
定
二
郎
、
樋
口

芳
次
、
珠
川
二
…
金
沢
茂
、
同
三
…

川
田
勝
巳
、
同
四
…
冨
井
慶
太
郎
へ

姿
一
…
保
坂
辰
平
、
保
坂
重
太
郎
、

保
坂
留
治
。
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